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とびらの言葉
ジイ　ジント　デア　ハウス・アールツト

¢it¢；什さ匁tr眉仙如rきし

－あなたこそ主治医－

自分のことは自分が一番よく知っている、自分を知っているのは、自分以外にはな
い筈です。
健康もそうで、健康は私たちの生活そのものによって創られるのです。私たちの健

康はお医者さんが創るのでも、薬剤師さんが創るのでもありません。あなたの健康は、
あなたの生活、あなた自身が創るよりほかありません。すなわち、あなたの主治医は
あなた自身であります。あなたの主治医としてのあなたと共に、健康のことを考え、
健康を創る資料を提供するために生れたのが本誌です。その意味で、いささかでもあ
なたのパイロットの役をつとめることができれば幸せです。

（昭和36年創刊時の言葉より）
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今や生活や産業になくてはならない電気

主治医　3月号16



燦々と太陽光が降り注ぐ「新潟東部太陽光発電所」

見上げると圧倒させる巨大風車
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メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
な
か
で
、
最
も
普
及

が
進
む
の
が
　
「
太
陽
光
発
電
」
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
全
体
の
8
割
強
を
占
め
ま
す
。
他
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
比
べ
て
、
発
電
設
備
の
設
置
が
容
易

な
こ
と
が
そ
の
要
因
の
よ
う
で
す
。
太
陽
光
発
電
は
、

太
陽
の
光
が
も
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
電
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
換
す
る
発
電
方
式
。
地
球
上
に
た
え
ず
降

り
注
ぐ
太
陽
光
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
た
め
、
枯
渇
す

る
心
配
も
な
く
、
C
O
Z
の
発
生
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
も
騒
書
が
な
く
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
容
易
で
す
。

発
電
規
模
が
1
調
（
1
㍊
＝
1
千
嵩
）
を
超
え
る

大
規
模
太
陽
光
発
電
所
を
「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
」
と
よ

び
ま
す
。
今
、
各
地
で
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で

い
ま
す
が
、
日
本
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
建
設
す
る
の

に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
広
い
平
地
な
ど
の
適
し
た

場
所
を
確
保
す
る
こ
と
な
の
だ
と
か
。
ゴ
ミ
の
埋
め

立
て
地
や
工
場
の
跡
地
な
ど
は
、
条
件
的
に
よ
さ
そ

う
で
す
。

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
太
陽
光
発
電
で
す
が
、
日
本
の
全
発

電
量
に
占
め
る
割
合
は
ま
だ
1
％
に
も
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。
雨
の
目
や
夜
間
、
目
陰
で
は
ほ
と
ん
ど
発
電

し
な
い
な
ど
、
天
候
や
時
間
帯
な
ど
に
大
き
く
左
右

さ
れ
る
不
安
定
さ
が
デ
メ
リ
ッ
ト
。
し
か
も
、
大
き

な
電
力
を
得
る
に
は
広
い
敷
地
が
必
要
に
な
る
な
ど
、

課
題
も
ま
だ
多
い
よ
う
で
す
。
た
だ
、
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
自
体
は
進
化
し
続
け
て
い
て
、
凸
レ
ン
ズ
を

使
っ
た
集
光
型
、
太
陽
光
を
通
し
な
が
ら
発
電
も
す

る
シ
ー
ス
ル
ー
型
な
ど
が
開
発
さ
れ
、
発
電
効
率
も

よ
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

新
潟
県
阿
賀
野
市
の
工
業
団
地
に
建
設
さ
れ
た

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
を
み
に
い
っ
て
き
ま
し
た
。

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
て
壮
観
で

す
。
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
は
2
系
列
あ
り
、
最
大
出
力

は
合
わ
せ
て
2
嵩
。
展
望
台
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、

発
電
量
が
わ
か
る
案
内
板
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
天
気
が
よ
か
っ
た
の
で
、
発
電
量
の
数
値

も
か
な
り
上
が
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

風
力
発
電

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
な
か
で
も
発
電
コ
ス
ト

が
安
く
、
効
率
の
よ
い
方
式
と
し
て
導
入
が
進
む
の

が
「
風
力
発
電
」
。
風
の
力
を
風
車
で
受
け
、
発
電

機
を
ま
わ
し
て
発
電
し
ま
す
。
東
北
や
北
海
道
に
多

く
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
埼
玉
県
や
山
梨

県
に
は
設
置
例
が
な
い
そ
う
で
す
。
2
0
1
1
年
度

末
時
点
で
国
内
で
は
1
8
5
5
基
の
風
力
発
電
用
風

車
が
稼
働
し
、
累
計
の
設
備
容
量
は
2
5
5
万
7
千
詔
に

達
し
て
い
ま
す
。

風
速
が
2
倍
に
な
る
と
風
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
8
倍

に
な
り
、
ま
た
風
は
上
空
ほ
ど
強
く
な
る
の
で
、
風

車
を
高
く
す
る
ほ
ど
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
得
ら
れ



特集

巨大な風車が33基立ち並ぶ
「郡山布引高原風力発電所」

豊富な地熱を利用した「柳津西山地熱発電所」
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る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
風
が
吹
か
な
け
れ

ば
発
電
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
風
車
を
設
置
す
る
場

所
選
び
が
重
要
。
1
年
を
通
し
て
強
い
風
が
安
定
的

に
吹
く
こ
と
が
条
件
で
す
が
、
生
態
系
へ
の
配
慮
や

人
体
へ
の
影
響
な
ど
、
検
討
す
べ
き
課
題
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
慎
重
な
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
ん
な
な
か
、
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
の
が
　
「
洋

上
風
力
発
電
」
。
風
は
陸
上
よ
り
も
海
上
の
ほ
う
が

安
定
し
て
吹
く
と
さ
れ
、
ま
た
四
方
を
海
に
囲
ま
れ

た
日
本
で
は
大
き
な
切
り
札
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
、
陸
上
に
比
べ
て
設
置
コ
ス
ト
が
割
高

に
な
る
の
が
難
点
。
海
の
生
物
に
対
す
る
影
響
の
検

証
も
こ
れ
か
ら
で
す
。

福
島
県
郡
山
市
の
標
高
1
0
0
0
㍍
の
布
引
高
原

に
は
、
2
0
0
0
醤
（
3
2
基
）
、
1
9
8
0
笥
（
1

基
）
　
の
風
力
発
電
機
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
原

に
巨
大
な
風
車
が
連
な
る
様
は
ま
さ
に
絶
景
で
す
。

発
電
出
力
は
合
計
で
6
5
9
8
0
書
、
年
間
約
1
億

2
5
0
0
万
書
を
供
給
。
こ
れ
は
一
般
家
庭
約
3
万

5
千
世
帯
分
の
年
間
消
費
電
力
量
に
相
当
し
ま
す
。

布
引
高
原
は
猪
苗
代
湖
や
周
囲
の
山
々
が
望
め
る
風

光
明
姫
な
と
こ
ろ
で
、
観
光
客
も
た
く
さ
ん
や
っ
て

き
ま
す
。
風
車
は
羽
根
の
先
端
ま
で
が
最
大
で
1
0
0
㍍

に
及
ぶ
巨
大
な
も
の
で
、
真
下
へ
い
く
と
そ
の
大
き

さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
時
折
、
羽
根
が
風
を
切
る
書

が
　
「
ブ
ー
ン
」
　
と
聞
こ
え
、
迫
力
満
点
で
し
た
。

地
熱
発
電

日
本
で
は
火
力
発
電
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
石
油

や
天
然
ガ
ス
な
ど
を
、
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
資
源
に
乏
し
い
日
本
で
す
が
、

火
山
国
で
あ
る
日
本
の
純
国
産
資
源
と
い
え
る
の
が

「
地
熱
」
　
で
す
。
日
本
に
は
約
2
5
0
0
万
嵩
と
い

う
豊
富
な
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
、
こ
れ
は
世
界

第
3
位
の
資
源
量
で
、
原
発
2
0
基
分
に
相
当
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
熱
発
電
は
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、
ま
た
昼
夜
を

問
わ
ず
安
定
的
に
発
電
で
き
る
の
が
強
み
。
燃
料
を

必
要
と
し
な
い
た
め
長
期
間
の
運
転
が
可
能
で
、
発

電
所
設
備
の
利
用
率
も
太
陽
光
が
1
2
％
、
風
力
が

2
0
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
地
熱
は
7
0
％
と
優
等
生
で

す。
し
か
し
現
在
、
実
際
に
稼
働
し
て
い
る
地
熱
発
電

所
の
発
電
量
は
5
3
万
嵩
、
地
熱
資
源
量
の
わ
ず
か

2
・
6
％
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
地
熱
発
電
は
資
源

量
調
査
か
ら
設
備
の
完
成
ま
で
9
～
1
3
年
ほ
ど
か
か

る
こ
と
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
の
と
、
地
熱
資
源

の
多
く
が
国
立
公
園
内
に
あ
る
こ
と
、
周
辺
に
温
泉

が
多
く
て
自
然
環
境
や
湯
量
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の

で
は
な
い
か
と
理
解
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
、
多

く
の
課
題
が
あ
っ
て
普
及
が
進
ん
で
い
な
い
の
で
す
。

福
島
県
柳
津
町
に
あ
る
「
東
北
電
力
西
山
地
熱
発

電
所
」
　
は
、
出
力
6
万
5
千
蕾
で
発
電
所
1
基
当
た

り
の
出
力
日
本
一
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
地
下
約
1
5

0
0
～
2
6
0
0
㍍
か
ら
マ
グ
マ
で
高
温
に
熱
せ
ら

れ
た
約
2
0
0
～
3
5
0
℃
の
熱
水
を
生
産
井
と
よ
ば
れ
る
井

戸
か
ら
く
み
出
し
、
そ
の
熱
水
か
ら
取
り
出
し
た
蒸

気
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発
電
。
使
用
後
の
熱
水
や

冷
却
水
は
、
還
元
井
か
ら
地
下
深
く
に
戻
し
て
い
ま

す
。
発
電
所
そ
の
も
の
は
、
想
像
し
て
い
た
よ
り
も



用水路に設置された「マイクロ水力発電」装置
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コ
ン
パ
ク
ト
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
発
電
所
の
見
学

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
併
設
の
P
R
館
で
仕
組

み
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

小
規
模
水
力
発
電

年
平
均
1
7
0
0
ミ
リ
も
の
雨
が
降
る
水
資
源
に
恵

ま
れ
た
日
本
に
お
い
て
、
期
待
で
き
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
が
「
小
規
模
水
力
発
電
」
。
水
の

落
差
を
利
用
し
て
水
車
を
回
し
、
電
気
を
つ
く
る
水

力
発
電
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
一
つ
で
す
。

小
規
模
水
力
発
電
は
出
力
規
模
が
1
0
0
0
嵩
以

下
の
も
の
で
、
さ
ら
に
1
0
0
詣
以
下
の
も
の
を
マ
イ
ク

ロ
水
力
発
電
と
い
い
ま
す
。
落
差
と
流
量
が
小
さ
い

川
や
水
路
を
利
用
す
る
も
の
で
、
昔
の
水
車
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
で
し
ょ
う
。
ダ
ム

な
ど
を
つ
く
る
必
要
が
な
く
、

た
え
ず
流
れ
る
用
水
を
利
用

で
き
る
た
め
、
季
節
や
昼
夜

を
問
わ
ず
安
定
し
て
電
力
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
小

規
模
水
力
発
電
に
適
し
た
場

所
は
全
国
に
2
万
カ
所
以
上

あ
る
と
さ
れ
、
出
力
3
万
諾

未
満
の
中
小
規
模
水
力
発
電

の
潜
在
能
力
は
、
1
4
0
0

万
器
　
（
原
発
1
4
基
分
）
　
も
あ

る
そ
う
で
す
。

実
験
用
の
マ
イ
ク
ロ
水
力

発
電
装
置
が
近
く
に
あ
る
と

い
う
の
で
い
っ
て
み
ま
し
た
。

あ
や
め
園
に
隣
接
し
た
用
水

路
に
、
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
装
置
が
1
0
基
。
小
さ
な

水
車
が
勢
い
よ
く
回
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
蓄
電

池
を
つ
な
い
で
、
あ
や
め
祭
の
ぼ
ん
ぼ
り
の
電
気
に

∵
　
】
∵
、

使
用
し
た
そ
う
で
す
。
小
規
模
水
力
発
電
は
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
分
野
だ
け
に
、

今
後
に
期
待
が
も
て
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
都
会
の
雑
踏
の
力
を
利
用
し
た

発
電
、
波
や
潮
の
満
ち
引
き
を
利
用
し
た
発
電
、
温

泉
の
熱
を
利
用
し
た
発
電
な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
い
ろ
い
ろ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
発

電
が
こ
れ
か
ら
伸
び
て
い
く
か
は
現
時
点
で
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
よ
り
注
目
さ
れ
て
い
く
は
ず
で
す
。

取
材
‥
岩
村
文
雄
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